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午前１０時 開会 

○竹田委員長 おはようございます。委員各位にお

かれましては、御多忙の折、御参集をいただきま

して、誠にありがとうございます。 

 ただいまから令和３年度予算審査特別委員会を

開会いたします。 

 本日の案件につきましては、本会議において本

特別委員会に付託をされました議案第７号「令和

３年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第10号）」

から議案第９号「令和３年度泉南市下水道事業会

計補正予算（第２号）」の計３件について審査い

ただくものでありますので、委員各位におかれま

してはよろしくお願いを申し上げます。 

 なお、本特別委員会に付託をされました議案に

ついては、委員会付託事件一覧表としてタブレッ

トに掲載いたしておりますので、御参照いただき

たいと思います。 

 それでは、議案の審査に先立ち、理事者から挨

拶をお願いいたします。 

○竹中市長 おはようございます。委員長のお許し

をいただきましたので、令和３年度予算審査特別

委員会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し

上げます。 

 竹田委員長さんをはじめ、委員の皆様方におか

れましては、日頃から市政各般にわたり、深い御

理解と御協力を賜っておりますことに対しまして、

厚く御礼を申し上げる次第でございます。 

 さて、本日の委員会は、令和３年第４回定例会

におきまして付託されました議案第７号、令和３

年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第10号）か

ら議案第９号までの令和３年度各会計補正予算に

ついて御審査をお願いするものでございます。 

 何とぞよろしく御審査賜りまして、御承認賜り

ますようお願い申し上げまして、甚だ簡単でござ

いますけれども、挨拶とさせていただきます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○竹田委員長 なお、本日、会議の傍聴の申出がご

ざいます。傍聴の取扱いについてこの際御協議い

ただきたいと思います。会議の傍聴につきまして、

御意見等ございませんか。――――それでは、傍

聴者の入室を許可いたします。 

 〔傍聴者入室〕 

○竹田委員長 これより議案の審査を行いますが、

議案の内容につきましては、本会議において既に

説明を受けておりますので、これを省略し、質疑

から始めたいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○竹田委員長 御異議なしと認めます。よって審査

の方法については、提案理由並びに内容の説明を

省略し、質疑から始めることに決定いたしました。 

 なお、質疑並びに理事者の答弁の際は、着席の

まま行っていただくようよろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、これより議案の審査を行います。 

 初めに、議案第７号「令和３年度大阪府泉南市

一般会計補正予算（第10号）」を議題とし、質疑

を行います。質疑はありませんか。 

○岡田委員 おはようございます。よろしくお願い

いたします。 

 まず最初に、児童福祉費の中の児童手当事業に

ついてお伺いしたいと思います。 

 制度一部改正ということで、ちょっと簡単に再

度内容についてお聞かせいただきたいと思います。 

 また、今まで現況届が出ていない、忘れていた

場合などあるかと思うんですが、受給者の支給要

件を確認できていない場合は、今までどのように

対応されていたのか。 

 例えば、市役所に絶対来ないといけないのか、

郵送も可能なのか、ちょっとそういう点について

お聞かせいただきたいと思います。 

 また、システム改修を行うことにより、どうい

うことを改善されていくのか、ほかメリットなど

もありましたらお聞かせいただきたいと思います。 

 次に、引き続いて、民生費の中の児童福祉費の

子ども医療助成事業ですが、480万円ということ

で、増額された理由をちょっとお聞かせください。 

 続いて、通院、入院された人数、ここ１年間ぐ

らいで未就学の方、小学生、中学生、わかればお

聞かせいただきたいと思います。 

 同じく民生費、母子福祉費の中の児童扶養手当

事業、この全国ひとり親世帯等の調査委託に係る

経費の新規計上なんですが、この調査、前回はい

つされたのか。 
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 そして２つ目に、市での調査ですが、どのよう

にされたのか、内容についてお聞かせいただきた

いと思います。 

 そして、教育費の指導費の中の教育推進事業、

泉南スクールサポート事業に係る経費の新規計上

についてお伺いしたいと思います。 

 教員の体罰や不祥事のニュースというのが毎日

のようにあります。その裏にはストレスを抱え、

精神的に疲れて、でも相談できないということが

つながっているのじゃないかなというふうに感じ

るんですが、この事業は、多忙な教員の負担軽減

ということですが、このモデル事業のちょっと内

容説明を再度お願いしたいと思います。 

 また、この先生の補助に関して、専門的な仕事

に関してというのは、資格というのが要るのかど

うか。人選についてのお考えもお聞かせください。 

 また、モデル事業が小学１年生、中学１年生と

のことですが、どの学校へ配属されるか、決まっ

ていましたらお聞かせください。 

 この件に関して、この地域の方というのも応援

できるのかどうか、それも併せてお聞かせいただ

きたいと思います。 

 そして、今後どういうことを検証して、計画さ

れていく予定なのか、人数に関して、これも併せ

てお聞かせいただきたいと思います。 

 以上です。 

○奥野家庭支援課長 それでは、私のほうから、ま

ず児童手当事業の法改正の内容について御説明さ

しあげます。 

 児童手当事業、来年度一部法改正がございます。

内容は、令和４年６月以降の特例給付対象者のう

ち、新たに所得の上限限度額が設けられます。そ

の限度額以上の場合は、児童手当が対象外という

形になります。 

 また併せて、毎年６月に受給者に提出をいただ

いている現況届、こちらの届出が廃止されるとい

うことでございます。 

 このために、今年度に使える国の10分の10の補

助金、これを活用しまして、住民基本台帳と税の

情報を活用するためのシステムの改修というのを

行う予定になっております。 

 これを行うことによって、直接毎年窓口に来て

いただかなくても、情報を把握することができる

ということで、市民さんには、かなりメリットが

あるというふうに考えております。 

 そして、子ども医療助成事業の増額ですが、こ

ちらは新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、

昨年度令和２年度の実績が、元年度に比べて大

体70から75％ぐらいに減少しました。 

 令和３年度もその推移で見積もりをしておりま

したが、実際は半年ぐらいの実績を調べますと、

ほとんど令和元年度、コロナ前の実績になりつつ

あるというところで、今回増額をさせていただき

たいと考えております。 

 また、今年度の４月から９月まで半年間の実績

でございますが、入院が335件、通院が３万9,153

件でございまして、こちらは令和元年度の年間の

実績を考えますと、ほとんど同じか、ちょっと若

干上回っている状況でございます。 

 それと、児童扶養手当事業の全国ひとり親世帯

等の調査でございますが、こちらはおおむね５年

ごとに国、いわゆる厚生労働省が実施している全

国調査でございます。 

 国が無作為に全国の各市町村の地域の対象者世

帯に対して、アンケート調査を抽出して行うとい

うものでございまして、前回は５年前、平成28年

度に実施されました。 

 毎回そうですけれども、前回平成22年に国勢調

査がございましたので、そのときに選定された調

査区から泉南市におきましては、国が無作為に抽

出した３世帯に対して調査が行われました。 

 また、その調査の内容といいますか、方法です

が、実際に調査員が訪問させていただいて、そし

て調査票をお渡しさせていただいて、そして郵送

により回答をいただくというものでございます。 

 私のほうからは以上です。 

○岩崎指導課長 私からは、泉南スクールサポート

事業につきまして御回答申し上げます。 

 この内容につきましては、昨今子どもたち、

様々な学校生活における悩みや不安、そういった

ことから授業への集中力、それからいろんな相談

事、これらに対して先生方が一人一人丁寧に対応

していただいております。 

 その中で、学校の先生方のそういった御負担、
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その他校務等に関する学校における様々な業務内

容を、少しでもそういったサポートスタッフの

方々が担える面があるのではないかということで、

国や府が実施しております、そちらのサポート事

業に、このたび泉南市も取り組んでまいりたいと

いうふうに考えております。 

 業務内容といたしましては、例えば先ほど申し

ました先生方のいろんな事務作業の補助、それか

ら校内の見回り、また学校の環境整備等の補助、

支援といった形でお手伝いいただければというふ

うに考えております。 

 また、現在どういった学校を想定しているかと

いうことでございますが、泉南市内、小学校１校、

中学校１校で現在調整をしているところで、まだ

最終確定はしておりませんが、そこでお願いする

という形で進めているところでございます。 

 これの効果に関しまして、今年度はモデルとし

て、今学期、来学期させていただいた後に、その

状況を見極めまして、来年度以降の取り組みにつ

なげてまいりたいと思っております。 

 また、地域の方々ということも含めて、当然学

校の校区の皆様、日頃から学校に参画をいただい

ておる方々も含めまして、学校の応援をぜひお願

いしたいということのモデル事業というふうにし

て取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○奥野家庭支援課長 すみません、ちょっと答弁漏

れがございましたので、御説明さしあげます。 

 現況届の確認というか、来られなかった方につ

きましては、郵送により案内をさせていただいて、

確認をしていただきたいということで照会させて

いただきます。 

 以上です。 

○岩崎指導課長 答弁漏れ１つございました。この

スクールサポートスタッフの資格につきましては、

特に資格を必要とするものはございません。 

 もう１つ、年度内の小学校、中学校、それぞれ

１校ずつの取り組みにつきましては、試験的に実

施するということでございます。 

 以上でございます。 

○岡田委員 ありがとうございました。児童福祉費、

児童手当事業のところで、来年度給付金の受給者

の人数、どれぐらい見込まれているのか、分かり

ましたらお聞かせいただきたいと思います。 

 特例給付は廃止ということで、大体年収どれぐ

らい以上の方になるんですかね、これも分かりま

したらお聞かせいただきたいと思います。 

 それと、子ども医療助成事業の中でなんですが、

命を守るということは、すごく本当に一番大事な

ことなので、大切なんですが、本当に子どもが病

気になったときとか、不安ですぐに病院という、

そういう気持ちというのは、理解は本当にできる

んですが、休日とか夜間の救急外来受診の９割以

上が、大体軽症であったというふうに言われてお

ります。 

 そういう中、本当に医療費の節減、これの協力

というのもすごく大事かなというふうに思うんで

すが、例えば子ども医療電話相談ってありますよ

ね。♯8000、こういうことやジェネリック医薬品

へ周知など、これは市としてどういうふうに行わ

れているのか、分かりましたらお聞かせいただき

たいと思います。 

 児童扶養手当事業なんですが、この調査の結果、

これを今後どう反映されていくのか、分かりまし

たらお聞かせください。 

 それと、教育費のところですが、このスクール

サポートスタッフが１人で、今度反対に多忙には

ならないのかという心配もあるんですが、勤務時

間というのは、どのようにお考えなのか、分かり

ましたらお聞かせいただきたいと思います。 

 試験的にされるということなんですが、実績な

どを報告するためには、どのようにされていくの

かというか、報告というのはきちんと国にまた上

げていくのかどうかという点についても、お聞か

せいただきたいと思います。 

 以上です。 

○奥野家庭支援課長 それでは、私のほうからは、

児童手当事業の来年度のまず児童数でございます

が、11月10日の人口推計より抽出した人数が、令

和４年度7,170人を予定しております。 

 それと、特例給付の上限の金額でございますが、

例えば目安として、前年の扶養家族が３人の場合、

世帯主の年収が960万円以上が特例給付というふ

うになっております。 
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 それ以上の方の年収という形になりますので、

この場合、1,200万円以上の方が、児童手当の対

象外という形になります。 

 それと、ひとり親世帯等の調査をどう反映して

いるかという御質問でございますが、全国の母子

世帯、父子世帯、そして父母のいない児童のいる

養育者世帯、これらの生活の実態を調査で把握し

まして、ひとり親世帯等に対する福祉対策の充実

を図るための基礎資料、これを得ることを目的に、

このアンケート調査を実施しているというふうに

聞いております。 

 以上です。 

○岩崎指導課長 私からは、スクールサポートスタ

ッフの勤務時間と実績報告について答弁申し上げ

ます。 

 勤務時間につきましては、１日３時間程度を週

５日という勤務時間を考えております。これによ

るスクールサポートスタッフの方への負担増とい

うことではなくて、この時間の範囲内で活動をい

ただく予定でございます。 

 なお、また実績を、府や国に上げるということ

につきましては、特にございませんが、我々市と

してどういったサポートが学校にできるのか、ま

たそれで先生たちがどう子どもたちと向き合う時

間が増えたのかということは、しっかりと検証し

てまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○岡田委員 ちょっと１点だけお聞かせいただきた

いんですが、先ほどこのスクールサポートスタッ

フのところで、資格に関しては要らないというふ

うにお聞きしたんですが、その事務事業を手伝う

中で、子どもたちのテストとかの採点、そういう

のもされるのかどうかですよね。これも資格なく

ても大丈夫なんですか。そこだけちょっとお聞か

せいただきたいと思います。 

○岩崎指導課長 そういった子どもたちも含めて、

様々な個人情報に触れる機会があるかと思います。 

 そういった情報管理の面につきましては、でき

るだけ違った形でサポートいただくというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○竹田委員長 ほかにございませんか。答弁漏れで

すか。 

○奥野家庭支援課長 すみません、答弁漏れでござ

います。 

 子ども医療費の休日夜間の対応でございますが、

基本的に保険適用の給付に関しては対応するとい

う形になります。 

 あと、薬なんですけれども、基本的に全額補助

という形になります。 

 以上でございます。 

○河部委員 ちょっと２点だけ教えていただきたい

と思います。 

 今回補正で上がっております行政事務事業で、

損害賠償請求及び国家賠償請求事件に係る弁護士

報酬の関係なんですけれども、この間ちょっと協

議会等でも説明は受けているんですけれども、改

めてどういったものかということで教えていただ

きたいと思います。 

 それと、市税徴収事務事業の市税等過誤納還付

金の増額という、これについても詳しく教えてい

ただきたいと思います。 

○山上総務部長 それでは、私からは、行政事務事

業の訴訟の内容について御説明させていただきま

す。 

 この内容につきましては、平成30年度に泉南清

掃事務組合に対しまして、情報公開資料の閲覧を

した阪南市民さんが、閲覧の際の事務局長の言動、

また許可なく会話を録音したこと、また同録音に

対する資料等の公開請求に対し、拒否する旨の決

定をしたことという件でございます。 

 また、令和元年度に個人情報の利用停止請求に

対しまして、停止しない旨の決定をしたこと、こ

の２つの事件に対しまして、国家賠償の違法行為

に当たるといたしまして、国家賠償法１条１項に

基づき、事務組合の管理者である市長及び事務組

合に職員を派遣している泉南市に対しまして、損

害賠償金及び遅延損害金の連帯責任を求めたとい

うものでございます。 

 まず、原審におきましては、請求をいずれも棄

却ということとされました。それを受けまして、

控訴を提起したというところなんですけれども、

この控訴審におきましても、控訴を棄却とされた

ところでございます。 
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 この控訴の際の裁判所の判断といたしましては、

録音された場所につきましては、例外的な事情が

ない限り、組合の裁量において録音の可否を決定

することができる組合の事務所であるという点と、

開示資料の閲覧への対応という組合の通常の業務

の過程を記録したものでありまして、事前の了承

がないことが当然に例外的な事情に当たると解す

ることはできないと。 

 かえって、事後の紛争に備えて控訴人との正確

なやり取りを録音することは、組合において正当

な業務であることが認められるという点で、控訴

を棄却したという内容の事件でございます。 

 以上でございます。 

○上野総務部参事 私のほうからは、市税還付金の

増額について御説明させていただきます。 

 例えば、法人市民税につきましては、事業年度

が始まるとすぐに予定申告によりまして、予定納

付というのを行っていただきます。それで、事業

年度が終了しますとともに、確定申告によりまし

て確定した金額を納付していただくことになりま

す。 

 この中で、法人の業績が悪化した場合、また、

事業年度途中におきまして、泉南市内の事業所の

廃止等により、確定した税額が予定納付いただい

た額よりも下回った場合、その差額を還付する必

要がございます。 

 この還付すべきもののうち、予定納付の納期限

が３月末までのものについては、前年度の会計と

して歳入済みのため、令和３年度の歳出科目であ

る償還金から還付することになります。 

 その償還金につきまして、今年度不足が見込ま

れるということで、増額をさせていただきたいと

いうことで提出させていただいております。 

 以上です。 

○河部委員 ありがとうございます。今の御説明で

も十分理解はできたんですけれども、今回、清掃

組合のほうにということで、市の窓口等でも様々

な来客があって、トラブルになることも当然ある

とは思うんですけれども、やっぱりちょっと危機

管理というんですかね、そういう対応もしっかり

と事前に踏まえておく必要もあるのかなという感

じを受けたんですけれども、今後そういうことも

見据えて、やっぱり対応も必要かなという私の思

いです。 

 それとあと、過誤納還付金の関係ですけれども、

毎年やっぱりこういう感じのものってあるんです

かね。この金額が例年どんな感じ、多いのか少な

いのかちょっと分かりませんけれども、例年発生

しているのか、あるいはその辺の状況をちょっと

教えていただければなと思います。 

○上野総務部参事 還付金については、例年発生し

ているものでございます。ただ、その額につきま

しては、その年の景気でありますとかによりまし

て変わってきますので、なかなか当初ではちょっ

と見込みづらいところがございまして、年度途中

で補正予算を計上させていただくということもご

ざいます。 

 以上です。 

○大森委員 まず、保健センター費の人件費ですけ

れども、超勤手当ということ、接種体制の強化と

いうことですけれども、この間、コロナ禍の下で

保健センターの皆さんの過重労働とか、それから

仕事が回らんぐらい大変さがあったんですけれど

も、第６波に向けて、そういうのが解消する体制

が整っていっているのか、第６波に備えて、そう

いう拡充をしているのか。 

 できれば、超勤手当じゃなくて、人の配置とい

うのが大事なことだと思うので、その点、どんな

ふうに考えておられるのか。 

 それと、その下の新型コロナウイルス接種体制

確保事業ですけれども、これは、第３回のワクチ

ン接種に向けてのものだと思うんですけれども、

１回、２回の接種率がどのような状況なのか。３

回目をどのような目標の数に置いているのか、そ

の辺のところをお教えください。 

 やっぱり今度は新しいオミクロン株、これがど

んなものだということがよく分からなくて不安と

か、今、調査も、調査というか、どういう影響が

あるのか、今、調査中、研究中だと思うんですけ

れども、ちょっと分かる範囲で、今、市民への例

えば啓発、どんなふうな啓発とか、考えておられ

るようなことがあればお答えください。 

 それと、次の自転車置場の件なんですけれども、

これが入札、南海電車側の樽井駅と岡田浦駅のと
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ころの駐輪場をする場合に不調になったと。結局、

市が提示する委託料じゃ少ないということで、業

者が集まれへんと。委託料が少ないということじ

ゃなかったんですかね。じゃないんですか。不調

になったということですよね。 

 そのために、1,700万円を追加で出すというこ

とですよね。アスファルトの費用やというふうに

聞いているんやけれども、1,700万円というのは

すごい金額ですよね。 

 こういう金額を新たに追加するということは、

それは必要経費かもしれませんけれども、もとも

とどういう積算で、この民間委託にしていったの

か。 

 借地を返すんやということで、泉南市の財政負

担を減らすとか、それから新しいものにして、市

民サービスの向上を目指すというふうにいうてお

っしゃっていたけれども、こんな形で後出しじゃ

いけんみたいに金額、それも大きな金額が出てく

ると。 

 一方のＪＲの側の新家駅や和泉砂川駅には、こ

ういう金額はなかったわけですわね。業者が負担

してアスファルトを張ってくれているわけでしょ

う。アスファルトを整備しているわけでしょう。 

 この差というのが、やっぱり詳しい説明と、そ

れとこういうことを繰り返されると、ほかのこと

でも出てくると、前提条件が異なってきて、今も

言うたような、本当に財政負担減どころか増にな

っていると。 

 1,700万円を追加しなあかんみたいなことにな

ってくるので、ちょっとその辺のところ、こうい

う新たに追加をするような事態になって、今後ど

んなふうなことを考えておられるのか、お答えく

ださい。 

 それと、今、裁判の話がありましたけれども、

録音することに関して正当な業務だということで、

認められたということなんですけれども、実際に

泉南市の職員さんが、いろんな市民との交渉の中

で、要望に来られたときとか、相談に来られた場

合の中で、録音というのはどの程度されているの

か。 

 今もあったように、正当な業務をする上で、必

要だということで認められているということ。あ

と、録音した中身をちゃんと整理して、上司に報

告して、こういうことがありましたというために

も必要だというふうには思います。 

 例えば、知らないうちに撮っているというふう

な感じを持たれるのもどうかと思うので、それは

どうしているのか。 

 反対に、市民の側から、あのときの話がこうや

ったのに、違うやないかというようなことで、こ

ういう録音した結果を公開してくれというふうに

言われたときには、ちゃんと出せるようになって

いるのか、お答えください。 

 それと、特例給付の見直しによるシステム改修

なんですけれども、これは、今度は10万円の子育

て世帯への臨時特別給付金にも関わってくるんで

すかね。ちょっとその辺のところを。 

 いや、これが急に決まって、もう今から10万円

をパーッと出さなあかんというふうになっている

ので、この予算を今日可決して、それからという

ふうになったら大変かなと思ったりしたので、ち

ょっとその辺のところを聞かせていただきたいと

いうふうに思います。 

 それと、子ども医療助成事業ですけれども、今

年度の予算のときには、コロナで大分減った。昨

年度不用額というか、予算よりも3,000万円ほど

残ったんですかね。そのために今回は、前年度よ

りも2,500万円ほど減らして予算を組んだんじゃ

ないかと思うんやけれども、それで今回480万円

の増額という経過になるんですかね。 

 ちょっと去年と比較して増えたのか。減額した

額からどれぐらい増えたのかということで、もう

一度説明をしてください。 

 それと最後に、防災備蓄事業ですけれども、２

つの会社から寄附を頂いたということですけれど

も、こういうことはよくあるんですかね。それで、

２つの会社というのは、泉南市とはどんな関連が

あって、どんな理由でということはないですけれ

ども、どういう経過でこういう備蓄の寄附をして

くれたのか。 

 これは、コロナに関してということであったん

ですかね。ちょっとその辺のところの詳しい、詳

しいというか、ちょっと経過について教えてくだ

さい。 
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○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 私のほう

からは、まず、保健センターの人件費の超勤につ

いての御説明をさせていただきます。 

 今回上げさせていただいている分につきまして

は、コロナワクチン接種の３回目、追加接種に向

けての必要な超勤手当の金額となっております。 

 それには、休日に実施を予定しております集団

接種や、また実施された方の接種記録等の日々の

事務作業に係る経費となっております。 

 委員のほうから御心配いただいております保健

センターの体制というところでございますが、こ

の11月の異動で事務職が保健センターのほうに２

名配置されまして、これによりまして、業務のほ

うを分散化して、過重にならないように現在体制

を整えてきているところでございます。 

 次に、ワクチン接種の１回目、２回目の接種率

ですが、一番最新のデータでは、市民全体としま

しては、１回目が80.9％、２回目が80.1％となっ

ております。 

 特に、65歳以上の方につきましては、90％近い

接種率となっておりまして、３回目の目標としま

しては、この２回接種された方、全てにお受けい

ただけるよう目標として考えております。 

 オミクロン株の件なんですけれども、委員が御

指摘いただきましたように、本当に分からないこ

とがあって、日々ニュースで流れる中で、市民の

皆さんも大変御不安なことと思っております。 

 私たちもできるだけ情報を収集しまして、ＷＨ

Ｏや厚生労働省の正しい情報を収集して、それを

迅速に市民の皆さんに、広報やホームページを通

じてお伝えできるように努めてまいりたいと思っ

ております。 

 それとともに、追加接種、ワクチン接種を適正

な時期にお受けいただけるように、特にリスクの

高い方にはお受けいただけるように、市民の皆さ

んに繰り返しお伝えしていきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○奥野家庭支援課長 私のほうからは、まず児童手

当のシステム改修について御答弁させていただき

ます。 

 今回のシステム改修は、来年度の法改正に向け

て、令和４年の３月末までに改修するものでござ

います。 

 御質問の10万円の給付のシステムにつきまして

は、それとは別に、現在システム改修をしている

ところでございまして、全く別物という考え方で

ございます。 

 あと、子ども医療の件でございますが、令和元

年度で、扶助費が１億4,664万1,125円の実績でご

ざいました。令和２年度に実績が下がったという

ことで、この実績が１億1,054万5,853円になりま

した。 

 今回、令和３年度の当初の予算が１億4,523

万2,000円でございまして、それに今回補正額

で480万円を足しますと、１億5,003万2,000円と

いう額になりまして、ほぼ令和元年度の額を、若

干数字が上回っておりますので、上回る数字で今

回計上させていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 それで

は、私のほうからは、自転車置場管理事業に関す

る御質問に対しまして御説明申し上げます。 

 まず、今回のこの募集に関しては、委託事業で

はございませんで、泉南市の公有地をお貸しして、

事業をやっていくというふうなことになってござ

います。 

 まず、最低使用料という金額があるんですけれ

ども、その金額で事業を行うことができない、難

しいというふうな状況でございまして、まず、Ｊ

Ｒのほうと南海本線の沿線の駐輪場についての違

いですけれども、まず、ＪＡ跡地の部分について

は、面積が400平米未満ということで、非常に狭

い面積での舗装をお願いすることになっておりま

して、負担が小さかったと。 

 和泉砂川駅周辺あるいは新家のそのほかの駐輪

場においては、全て舗装が出来上がっているとい

うところが大きな違いになっております。 

 南海本線のほうの面積については、駅のロータ

リーのほうに２か所、現在の第１駐輪場並びに

第3駐輪場があるんですけれども、そちらのほう

の面積が1,000平米を超えるような形になってお

りますので、ちょっと負担が大きいというふうな

ことで、今回1,700万円かけて補正させていただ
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くという内容でございます。 

 今回の南海のほうの効果額なんですけれども、

今まで無料でやっていた場合は、シルバー人材セ

ンターさんの応援が必要になっておりました。そ

してまた、一部現在の樽井第２駐輪場においては、

借地料を払って事業をしておったんですけれども、

その辺がなくなりまして、効果額としまして

は680万円ぐらいの効果額が上がってまいります。 

 その２年半ぐらいの費用で舗装ができるという

ところがあります。そして、舗装の耐用年数とし

ましては30年以上、うまくいけば40年を超えるぐ

らいの耐用年数がありますので、1,700万円の価

値は当然あるというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○山上総務部長 会話の録音についてですけれども、

まず１点目、どの程度されているかということに

つきましては、申し訳ございません、件数はつか

んでおりません。 

 録音に際しましては、原則事前に了解を得るの

が一番好ましいと思われますが、事後で争いにな

るというような可能性がある場合は、事前に了解

を得ようとしても、得られないということが考え

られますので、今回の事務組合のように、了解を

得ずに録音することもあるというところでござい

ます。 

 ３点目、録音内容の開示請求につきましては、

当事者からの請求に対しましては、開示するべき

ものというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○宮本総合政策部参事 私のほうからは、防災備蓄

事業の寄附金の２社についてというところで答弁

させていただきます。 

 まず、２社の名称ですけれども、１つは、株式

会社ＴＫＣ様、もう１つは明治安田生命保険相互

会社様ということです。 

 その２社とも、よくあるかという質問もござい

ました。この２社とも、昨年令和２年度に寄附金

を頂きました。内容は、今年度と同じくコロナの

対策ということで頂きました。 

 それから、関連性はどうかという質問ですけれ

ども、まず、ＴＫＣ様ですけれども、こちらのほ

うは、市の基幹システムなどのシステムのベンダ

ー企業であるという関係がございます。 

 そして、明治安田生命様とは、市と包括の支援、

連携の協定を締結しました。その関係で市と様々

な面で協力していこうという関係がございました。

その中で、コロナ対策の寄附金のほうの申出がご

ざいました。 

 次に、経過でございますけれども、２社とも相

手様から市のほうに、コロナ対策の寄附金を受け

取ってほしいという申出がございました。やはり

コロナの大変な状況を、市の大変な状況を理解し

ていただいてましたので、ぜひこれを役立ててく

ださいということで寄附の申出がございました。 

 コロナに関してかということですけれども、そ

のとおりで、コロナで使ってくださいと。２社と

もその理由といいますか、もちろん社会貢献とい

いますか、企業として何ができるかというところ

で、我々としてはこういう市に対して寄附をする

ことによって、少しでも社会の役に立ちたいとい

う思いで寄附をされているというふうに我々は理

解しております。 

 以上です。 

○大森委員 保健センターの件なんですけれども、

そういう形で職員さんも増やしてもらって、体制

も整えつつあるということですけれども、大阪は

第５波のときですかね。死亡者数は全国で２位か。

現在もですね。死亡率、人口割でいえば全国１位

になっています。世界的にもインドを超すんじゃ

ないかというふうな話もあったぐらい、大変な状

況に陥っていました。 

 今回、いろいろな体制をとってもろてるけれど

も、病床も増やしてもろてる、ベッド数も増やし

てもろてるんやけれども、基本的にはお医者さん

の数とか、看護師さんの数が増えているとかいう

ことではないので、また大変な事態も心配される

方が多いと思うので、体制強化だけじゃなくて、

本当に心配なんですよね、ちょっと本当に。 

 ですけれども、保健センターについては、やっ

ぱり要望もたくさんあるわけですよ。だから、泉

南市で２名の感染者が出たというても、全く情報

が入らない。もちろん教えてもらっていないとい

うことがあるんですけれども。 

 かかった方が、今どういう状況にあるのか聞い
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ても分かれへんので、余計にそれが、何ていうの

かな、かかった人に対して、何か言えなくなるよ

うな、自分がかかったと言えなかったり、かかっ

たらどうなるということで、ＰＣＲ検査を受ける

のをちゅうちょするようなことになっている。 

 そういうところにも関わってくる問題なので、

今言うたような、もうちょっと保健センターの業

務も、業務というか、市民に情報が伝わるような

ことで、改善できへんのかなというふうに思うの

で、ちょっとその点の見解とか、それとオミクロ

ン株について分からないことが多いということで、

今調べている最中やと。 

 これも全国的にそうなんですけれども、それは

遺伝子の解析なんかのために、ＰＣＲ検査を増や

すことが大事やと、これは物すごく言われていま

すわね。 

 これについてはどうなんですか、泉南市でＰＣ

Ｒ検査をしてほしいという人は、また無料で受け

られるようにするとか、泉佐野市でもしていまし

たけれども、そういうふうな対応について考えて

おられるのかどうか、それについてお答えくださ

い。 

 それと、自転車置場の件ですけれども、ＪＲの

ところの駐輪場が狭くて、南海のほうは広いとい

うようなことは、別にもともと分かっていたわけ

でしょう。というか、これはもう事実で、動かせ

ない。別に何か変化があったわけじゃないわけで

しょう。 

 でも、南海のほうは広くても、南海側の駐輪場

のところについては、もともとアスファルトを張

る費用は業者にしてもらうという計画やったんで

しょう。じゃなかったんですか。 

 そうやったら、もともと泉南市が1,700万円の

やつをアスファルト、何か後から出てきたような

感じなんですよね。そのアスファルトを張る費

用1,700万円が。アスファルトの費用があと追加

で要りますなんていうような説明は、一度もなか

ったと思う。一度もなかったでしょう。そのこと

を言うているわけですよ。 

 それで、後から追加みたいにして1,700万円要

りますと。それは南海のほうは面積が広いからで

すと。そんな面積が広いことは前から分かってい

たわけでね、というふうな話ということを聞いて

いるわけですよ。ちょっとその辺のところをもう

一度お答えください。 

 それと、録音するかどうかというのは、本当に

あれですかね、全く市民との話合いを、こういう

場合はする、こういう場合はしないとか、する前

に上司に一言、課長なり、部長なり、上の者に許

可をもらうとか、そういうふうにもなっていない

んですかね。 

 録音したものは必ず文章に起こすとかいうふう

なことの、そういう決まりも特別ないんですかね。

その辺のところは何かちょっと決まりみたいなも

のを決めていたほうが、混乱が起こらなくていい

ような気がするので。 

 録音しているのと違うのかと言われた場合に、

困る場合もあるやろうし、その辺のところは何か、

もめそうな場合は認められますみたいな話やった

けれども、もめるか、もめへんかみたいなことも、

そんなのは分かれへんことなので、ある程度の何

か決まりというのがあったほうが、市民も職員さ

んも混乱しないような気がするんですけれども、

その点どんなふうに考えておられるのか。 

 ２つの業者の寄附ですけれども、泉南市といろ

んな関係がある業者ですよね。どうなのか知らん

けれども、例えば入札とかで選定されたような業

者が寄附をすると。市との関連でいえば、そうい

う関連したところから寄附をもらうのがどうなの

かなと単純に思うので、その辺の関連についてお

答えください。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 それで

は、駐輪場に関する御質問に対しまして、御説明

申し上げます。 

 まず、入札不調になった後、事業者のほうに聞

き取りを行っておりまして、その中身としまして

は、事業者の初期投資がきついと。すなわち、最

低の使用料金であるとか、あるいは当初貸付けす

る範囲が、未舗装の場合は事業者の負担で舗装を

行っていただくというふうな仕様になってござい

ました。 

 その辺、運営事業者のほうの負担がきついとい

うことがありましたので、私どものほうは、ある

程度ハードルを下げて、そして再募集する必要が
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あるというふうに考えております。 

 ２回目においては、岡田浦のほうの海手のほう

の第２駐輪場について、舗装を泉南市のほうで行

うというふうな仕様に変えてございます。 

 今回、1,700万円かけて樽井のほうの２か所の

舗装をするわけですけれども、やはりその辺り、

ハードルを下げることによって入札のほうに参加

していただき、そして整備というか、運営してい

ただけるというふうなことで、進めてまいりたい

と考えてございます。 

 以上です。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 私のほう

からは、まず、コロナ感染者の情報が市町村に入

らないという件につきまして、御説明させていた

だきます。 

 感染症対策は都道府県が中心になるということ

で、また個人情報の壁等もありまして、陽性者の

方、自宅療養者の方の情報というのは、一切市町

村には入らない状況ではあるんですけれども、そ

の点につきましては、国のほうから都道府県と市

町村が連携をして、支援を進めていくようにとい

うふうな通知の文書もありまして、今保健所と相

談しているところでございます。 

 今後、自宅療養者がおられましたら、その方々

への困ったときの相談窓口ということで、市町村

の相談窓口のチラシを渡していただけるようなこ

とになりまして、そこから市のほうに御本人さん

から御相談いただいて、市として支援を進めてい

くというところで、支援策につきましては、対策

本部のほうで継続的に検討しているところでござ

います。 

 それから、ＰＣＲ検査についてなんですけれど

も、ＰＣＲ検査は１回受けて、そのときは陰性で

あったとしても、また翌日とか感染する可能性の

あるもので、本当に何回も受けないといけない状

況ということで、一市町村で本当にその経費を、

市民の皆さんの経費をもっていくというのは、本

当にちょっと大き過ぎる問題かなと思っておりま

す。 

 そういうところにつきましては、国や府のほう

に要望していきたいとは思うんですけれども、現

在のところは、少しでも症状があれば、身近なか

かりつけ医のほうで行政検査として検査いただけ

る医療機関が大変増えてきておりますので、まず

はそちらのほうに行っていただくということです。 

 また、クラスターのリスクの高い高齢者施設、

障害者施設や、また保育所につきましても、大阪

府のスマホ検査センターというのがありまして、

職員の方が少しでも症状があれば、スマホで検査

の予約をして、検査ができる体制となっておりま

す。まずは、そちらの症状のある方には、すぐに

検査を受けていただけるような体制をお願いして

いきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○山上総務部長 録音についてですけれども、事前

に市民さんとそういった案件があるというのが分

かっている場合は、上司に相談しているというと

ころでございます。 

 また、やはり急に市民さんが来られて、いろん

な相談事とか案件の話合いをする場合がございま

す。そういった場合は、担当者の判断において録

音をしているというところもあるというところで

す。 

 文章に起こしているかというところですけれど

も、全て文章に起こしているというところではご

ざいません。後日紛争等になるというところの部

分については、文章に起こしているというところ

でございます。 

 こういった録音について決まりはあるのかとい

うところをなんですけれども、現在のところ、そ

ういった決まりは設けておりません。各所管課に

おいて判断をしているというところでございます。 

 そういった一定のルールを決めるかどうかにつ

いては、今後検討してまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 先ほど

の駐輪場に関するところで、少し補足をしたいと

思います。 

 まず、駐輪場の利用者の利用料金について、も

う少し上げられませんかと。仕様書というか、募

集要領の中には、自転車の場合、１台100円以下

という条件、そしてバイクにおいては150円以下

というふうな条件設定してございます。そこで運
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営事業者のほうから、その値段を上げることはで

きないんですかというふうな御質問がありました。 

 しかしながら、新家駅、和泉砂川駅のほうで自

転車100円、バイク150円でもうスタートしており

ますので、その条件を変えることはできません。

それで今回このような舗装することで、ハードル

を下げるというふうなことで取り組んでおります。 

 以上です。 

○宮本総合政策部参事 私のほうからは、寄附の企

業様と市との間で、寄附をもらうことに対して問

題はないのかという点に関して答弁させていただ

きます。 

 今回、寄附を頂きました企業様は、泉南市と取

引があったりとかいう関係でございます。それで

私のほうでも、地方自治法とかを、法律のほうを

ちょっと調べたところ、請負企業からの寄附を制

限するような規定というのは特に見当たらなかっ

たので、寄附行為自体は特に問題ないかというふ

うに理解しております。 

 そして、制度が別なんですが、企業版のふるさ

と納税の制度の説明も資料で見たんですけれども、

寄附企業への経済的な見返りは禁止されています

というような文がありました。これは当然のこと

かなと思っております。 

 ですので、今回のＴＫＣさん、明治安田生命さ

んから寄附を頂いたことに対して、今後市が何か

その見返り的なことをしてはいけないというとこ

ろは当然心得ており、注意しております。 

 以上です。 

○大森委員 ＰＣＲ検査はぜひ増やすようにしてい

ただきたいんですよ。ワクチンも全員が全員打て

ているわけでもないし、打てない人もおるわけで、

これからワクチン証明がなかったらお店も入られ

へんとかいうようなことが出てくる場合、ヨーロ

ッパではＰＣＲ検査を受けていて、そのときに陰

性という証明があれば、旅行もできるし、買物が

できると、そういうふうになっている場合がある

そうなんです。 

 やっぱりＰＣＲ検査というのは、そういう意味

も含めて増やしてもらう必要があるので、国とか

府への要望をぜひしていただきたいというふうに

思います。 

 それと、駐輪場のことなんですけれども、こう

いう1,700万円というお金が出てきて、ハードル

を下げるということはどういうことかというと、

事業者は負担がきついと言いますよ。でも、泉南

市の場合でいえば、その1,700万円を事業者で持

ってもらうつもりのやつが、結局税金で市民のお

金で収めるということなんですよね。 

 そやから、そういう本当に市民の負担、泉南市

の財政状況から見れば、市のほうは頑張って事業

者にちゃんとしてもらえよということがいいとい

うふうに見える、こういう予算の組み方になって

いるわけなんですよね。 

 それと、ＪＲと南海とで差が出て、もう南海と

してはまだ、まだというか、それはどこかの質問

でもありましたけれども、まだうちらは無料やと、

しかしＪＲのほうは有料やと、やっぱりそういう

差があってええんかというようなことが、時期に

差が出てきて、有料化の開始のときに差が出てき

て、やっぱり市民に不平等感があるとか、そんな

影響も出てきているわけなんですよね。 

 そやから、そういうことも含めて、今回の後

の1,700万円の追加費用が必要になったというや

り方は、今後ないようにしていただきたいやり方

だというふうに思うんですよ。 

 単にハードルを下げたとか、何かそういう言い

方もどうなのかなと思うので、もう一度その点に

ついて御見解をお聞かせください。 

○幡中副市長 駐輪場の金額について、追加で上げ

させていただいている金額についてなんですけれ

ども、もちろん我々としましても予算を組むとき

に、できる限り１回で予算の補正がないように予

算を組むというのを当然のこととしてやっており

ます。 

 でも、今回もろもろの条件がいろいろ変わって

くるような事業でありまして、その中でどうして

も補正しなければならないという状況だったので、

補正をさせてもらっているというところになりま

す。 

 その上で、先ほどちょっと企業側にもっと努力

させなければならないというふうに私は聞こえた

んですけれども、そこにつきましては、しっかり

と相手さんともそういう入札に入ってきていただ
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いている業者さんとも話し合った上で、やっぱり

できること、できないことはあります。 

 何でもかんでも民間側に押しつけて安くすれば

いいというものでもないですし、我々としては適

正な価格で適正なところで、しっかりと入札とい

う制度を使って金額を決めていきたいというふう

に思っておりますので、世間の実情として、今こ

ういう金額がないとなかなか入札が成立しないと

いうところがありますので、今回この予算の増額

というのをお願いしているところでございます。 

 ですので、当初の見積もりが甘かったと言われ

ればそうなんですけれども、やっぱりもろもろの

条件が変わってくるということを、臨機応変にや

っていくというのも大切だと私は思っております

ので、その点は御理解いただきたいというふうに

思っております。 

 以上になります。 

○澁谷委員 幾つか質問させていただきます。 

 まず初めに、民生費の障害者自立支援給付事業

についてであります。 

 これにつきましては、予算書のほうで内訳は細

かに数字を出していただいているんですけれども、

いわゆる身体障害者の更生医療費、またそれから

生活介護給付費、それから居宅介護・重度訪問介

護等々、それから就労継続支援給付、そして計画

相談支援給付と共同生活援助給付、これはグルー

プホームだと思うんですけれども、その給付をそ

れぞれ増額をしています。 

 金額はこれで分かるんですけれども、どのぐら

い説明の中で予定より利用者が増えたためにこれ

だけの今回１億427万3,000円、市としてはこの４

分の１だと思うんですけれども、負担は。その増

えた人数的なところ、状況が分かれば教えてくだ

さい。 

 それから、同じく、その下にあります障害児通

所給付事業、これにつきましても同じです。これ

も人数が増えたということで、この金額が上がっ

てきていると思うんですけれども、どのぐらい必

要とする子どもさんが増えたのかという状況も教

えてください。 

 それから、先ほどありました衛生費の新型コロ

ナウイルスワクチンの接種のことですが、大森委

員からも質問がありましたが、私のほうからは、

保健センターの人件費事業というところ、これは

職員を２人増やして対応していくということです。 

 今までどおり１回、２回と同じように集団接種

というのは同じようにやっていくのか、その時間

帯、日にち、土日でやっていただいたんですかね。 

 また、オミクロン株、今のこの急激な拡大に合

わせて、これがもっと大変になっていくんじゃな

いかなというふうなことも懸念されますけれども、

これについて体制は今までと、一・二回目のとき

と同じなのかということです。 

 それと、衛生費の中で健康管理システムオンラ

イン化、これに伴うシステム改修委託料というの

がありました。成人病の予防対策費ということで

ございます。 

 これに関しましては、システムオンライン化を

するということで、どういうふうな内容なのか、

この事業に対して成人病対策のどういうところを

このシステム化する、オンライン化するのかとい

うことと内容を、併せて教えていただきたいと思

います。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○山口障害福祉課長 そうしましたら、私のほうか

らは、障害者自立支援給付事業及び障害児通所給

付事業の増額の補正の件で、具体の数字というこ

とでございます。 

 今回上げさせていただいている主な分で、まず

身体障害者の更生医療費の部分なんですけれども、

これは見込みなんですけれども、透析などをされ

る方で、生活保護を受けられている方でしたら、

全額公費で負担ということになっておりますので、

こちらのほうの該当者さんが、当初21名の想定で、

それが見込みとして24名になるだろうということ

です。 

 人数としては３名増ですけれども、透析に関し

ましては、１件入りますと年間で大体480万円程

度の経費がかかってまいります。こちらで３名の

方が増えられているということは、ここで1,400

万円ほど増えるということです。 

 あと、大きな手術、股関節等の手術などの場合

も、１件増えますと300万円という経費がかかり

ますので、今回見込みとしまして、そこら辺の増
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額が見込まれていますので、補正額として1,726

万円の計上をさせていただいております。 

 また、居宅介護・重度訪問介護・同行援護・行

動援護給付費などにつきましても、当初では170

名の見込みで上げさせていただいておりますけれ

ども、こちらのほうも利用の方が８名ほど増える

見通しということで、補正額500万円ほどをお願

いしております。 

 あと、生活介護給付費のほうです。こちらも当

初は170名程度の見込みでございましたが、実際

には183名、13名ほど増加するという見込みにな

っておりまして、こちらで2,345万7,000円の補正

をお願いするものです。 

 続きまして、就労継続支援給付費なんですけれ

ども、Ａ型、Ｂ型と２種類あるんですが、ともに

増加傾向にありまして、Ａ型はほぼ変わらないん

ですけれども、Ｂ型のほうが10名ほど増える見込

みになっておりますので、そちらのほうで補正額

が4,512万6,000円を計上させていただいておりま

す。 

 グループホームですけれども、こちらも120名

が128名となり、８名ほど追加が見込まれている

ということで、こちらも2,050万2,000円の補正額

となっております。 

 計画相談支援給付費につきましても、52件ほど

増える見通しということで、78万9,000円の補正

をお願いし、トータルで１億427万3,000円という

ことで、委員おっしゃいましたとおり、４分の１

は市の負担という形になります。 

 障害児通所給付事業なんですけれども、こちら

のほうも、年々サービスの需要が高まっている事

業でございまして、こちらも当初361件程度で見

込んでおりましたが、10件ほど増えるという見込

みで、1,233万4,000円の計上です。 

 あと、児童発達支援給付費、これは未就学のほ

うの発達支援ですけれども、こちらも７件程度増

える見通しということで844万円という額にさせ

ていただいております。 

 全体のとしまして、この障害福祉サービスにつ

きましては増加傾向にありますので、前年の当初

予算ベースで若干上乗せはして計上させていただ

いているところなんですけれども、実際、年度が

始まってみないと分からない部分もございますの

で、そういった細かい、どんな方が来られるか、

どんなふうなサービス量になるのかによって、毎

年変わってくる部分がございますので、トータル

で額が大きいですけれども、このような計上とい

うことにさせていただきました。 

 以上です。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 私のほう

からは、追加接種の接種体制につきまして、まず

御説明させていただきます。 

 本市では、１回目、２回目のときもそうでした

が、身近なかかりつけ医による個別接種を中心に

集団接種も併せて実施をしてきまして、追加接種

も同じような形で実施したいというふうに考えて

おります。 

 集団接種につきましては、月１回程度、土日を

想定しております。 

 個別接種につきましては、現在30医療機関、

一・二回目のときより１医療機関増えまして、30

医療機関のほうから御協力いただけるというふう

に御回答いただいておりまして、また、ニーズの

高い金曜日や土曜日にも実施をお願いしたいとい

うふうに考えております。 

 それから、システム改修の件についてなんです

けれども、パーソナル・ヘルス・レコードという

国を挙げて保健医療のデータを、マイナンバー等

を通じて御本人さんが自分のデータを見て、御自

身の健康にも役立てることができますし、それを

いろいろ医療や介護の部分にも活用していけるよ

うにといった、大きな流れの中の１つとなってお

ります。 

 今回は健診の結果等の電子化した情報について、

転居時に市町村間で引き継がれる仕組みや、個人

が一元的に確認をできる仕組みを構築するための

ものでございます。 

 来年６月本格実施に向けて、今年度にいろんな

データ、各市町村によって入っているシステムが

違いますので、そういった様式の標準化整備、そ

れからマイナポータルでの閲覧、市町村間での情

報連携をするための整備の費用となっております。 

 以上です。 

○澁谷委員 ありがとうございました。先ほどの障
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害者自立支援給付事業に関しまして、これだけ増

える見込みで補正を組まれたということですね。 

 この増えると見込まれた、何ていうんですか、

理由というんですか、今回のこの増えるというふ

うに予想された根拠というんですか、それはどこ

にあるのかということをお聞きしたいと思います。 

 それから、今回短期入所給付費に関しては800

万円の減となっています。この内容につきまして、

人数的なものがどうだったのかということが分か

れば教えてください。 

 それから、就労継続支援給付費に関しましては、

Ａは変わらないけれども、Ｂは10名ほど増えると

いうふうに、先ほどおっしゃいましたけれども、

この障害者の就労支援に関しましては、本当にこ

れからの課題だと思うんですけれども、Ａ型の作

業所は泉南市には少ないということもよく聞いて

おります。 

 今回またその点に関して、働く場所の拡大、ま

た拡張ということも市として考えていただけてい

るのかどうかということをお願いします。 

 それから、グループホームの入所者も８名ほど

追加をするということでございます。今から予想

をということで補正を組まれているので、実際は

どうなるか分かりませんけれども、それに関して

も、今グループホームの入所者、私も何人かお世

話したことがあるんですけれども、増えていると

思います。これからも増える傾向にあるのではな

いかなと思います。 

 こういった、いわゆる就労にしても、また居住、

グループホームの生活援助にしても、こういうふ

うに行き届いた支援ができているというのは、１

つの成果ではないかなと思うんですけれども、こ

こら辺もリサーチをしていく、アウトリーチでリ

サーチをしていく、これからの方向性とか、また

きめ細かな支援というものを考えておられれば、

その点についても教えてください。 

 それから、放課後デイサービス給付費、また児

童発達支援給付費、児童発達支援給付というのは

いわゆる未就学の子どもさんを対象にということ

ですけれども、大変危惧しているというんですか、

たくさん発達障害の子どもさん、またそういう課

題を抱えた子どもさんが年々増えているのが現状

ではないかなと思います。 

 この辺に関しても、泉南市内の放課後のデイサ

ービス事業所というのはどのぐらいあるのか、ま

たそうやって増えていっていますけれども、子ど

もたちがそこへ十分に通えるのかどうか、需要と

供給じゃないですけれども、対応できているのか

どうかという、ここら辺も教えてください。 

 それから、コロナに関しましては、先ほど土日、

月１回接種をやっていただけるということに併せ

ておっしゃっていましたけれども、特に休日の前

の金曜日とか土曜日、この接種というのをできる

だけ時間帯も考えていただいて、夜間とまではい

かないですけれども、というのは、やっぱり一番

接種率が低いのは、平均して80％ですけれども、

高齢者の方に関しては90％近く、しかし、一番低

いのは、一般質問でもさせていただきましたけれ

ども、世代の中では20代の方が一番低くて、60％

強ぐらいだったと思うんですけれども、この方た

ちが本当に60％、６割の方ということは、４割の

方が打てていないということですね。 

 また、これからいわゆる経済の再生とともに、

このコロナ対策もやっていかないとあかんのです

けれども、どんどん行動力があって、やっぱり感

染を、症状が軽いと、今回のオミクロン株も、報

道によれば症状が軽いというふうな報道もありま

すので、余計になかなか接種しにくい。 

 その方たちの若い方たちが一人でも多く接種で

きるような体制というのは必要じゃないかと思う

んですけれども、その点に関してもお聞かせくだ

さい。 

○山口障害福祉課長 そうしましたら、私のほうか

らは、障害者サービス、今回給付事業の伸びの理

由についてでございます。 

 障害者福祉サービスは、全国的にも年々増加傾

向の事業でありまして、前年度決算をベースにさ

せていただいているんですけれども、上半期の伸

び率でいいますと、大体平均的に８％ぐらい伸び

ているような感じでしたので、今回見込ませてい

ただきました。 

 国のデータでも、障害福祉サービス等報酬改定

検討チームが、この令和３年２月４日に出してい

る資料によりましても、平成30年７月から令和元
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年７月で6.3％ぐらいの利用者の増、費用につい

ても同時期で7.6％ということで、全国的に伸び

る状況で、当市におきましても、それと同じよう

な状況があります。 

 当初予算プラス、一応本市のほうも増加するだ

ろうということで、ある程度見込んではいたんで

すけれども、その見込みよりもちょっと多かった

というところがあります。 

 あと、800万円の減の件なんですけれども、す

みません、先ほどちゃんと御説明できなかったん

ですが、こちらは短期入所、ショートステイの分

で、コロナの関係でショートステイ自体が、新規

の方の受入れをやめられたりとか、利用者さん自

身もコロナで不安やなということで、利用を控え

られたということがあります。 

 おおむね例年200名程度の御利用があるという

ところなんですけれども、見込みとして半分ぐら

いに減るかなという見通しで、こちらのほうは減

額させていただいております。 

 あと、就労支援の関係なんですけれども、こち

らはコロナ禍でありましても、Ｂのほうは特にあ

まり変化がないというところは、コロナ禍にあり

ましては、今まで働きに出て工賃を頂くというと

ころなんですが、在宅のそういった仕事も認めら

れたというようなこともありました。 

 ですので、大きく変化がないといいますか、逆

に今までだったら、ちょっとお休みしようかなと

いうところも、在宅でのそういったお仕事の分も

認められるように変わったということで、ちょっ

と増加しているという状況です。 

 今後そういった働いていただくような場所が必

要ということなんですけれども、各事業所さんと

もちょっとまた連携させていただいて、もっとた

くさんいろんな就労をしていただけるような形で

助成してまいりたいなというふうに思っておりま

す。 

 あと、放課後デイサービスの事業所数は、12月

現在で14か所の事業所が市内にございます。市内

で充足しているかということですけれども、一応

放課後デイサービスにつきましては、市内であっ

ても市外であっても受給者証をお持ちの方でした

ら、どちらでも御希望のサービスを利用できるよ

うな形になっております。 

 市内のほうが足りないからよそに行かれるとか、

そういうようなことは、ちょっとあまり聞いてい

なくて、ただ、市外にも受けておられる方はもち

ろんおりますし、逆に泉南市の事業所さんで市外

の方を受け入れているケースもございますので、

現状は充足しているというふうに思っております。 

 以上です。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 一般の

方々の接種率が低いということは、委員おっしゃ

るとおりでございまして、特にやはり20代の方々

の接種率の低迷が、やはり課題だと思っておりま

す。 

 ちょうど今年の夏から一般の方の接種が始まり

まして、そのときに委員のほうからも、やっぱり

市民の声としてやはり金曜日の夜とか土曜日のニ

ーズが高いですよという御意見をいただきました。 

 また、実際にその後ぐらいから直接市のほうに

もそういうお声もいただきまして、各医療機関さ

んのほうには、できるだけニーズの高い金曜日の

夜とか、土曜日に実施をお願いしたいということ

をお願いしてまいりまして、御協力をいただいて

いる医療機関も多く出ておりました。 

 今現在は一・二回目の対象者が大分少なくなっ

てきておりまして、やはりワクチンの廃棄を少な

くするためには、曜日を固めていかないといけな

いんですけれども、固めていく部分につきまして

も、できるだけ金曜日の夕方とか土曜日は残して

いただいてということで、今やっていただいてお

ります。 

 また、追加接種に向けましても、改めてやはり

ニーズの高いときに、より多く実施していただけ

るように、各医療機関さんのほうにお願いしてい

きたいと思います。ありがとうございました。 

○澁谷委員 ありがとうございました。若い方が受

けにくいのは、やっぱり副反応を気にされている

んですよね。 

 やっぱり私たちは何ともないというとあれです

か、あまりないんですけれども、若い方たちは本

当に熱が出たりとか、もう体がだるかったりと、

仕事に行ける状態でないような体になるみたいな

んです。 
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 ですから、金曜日の夜に打ち、土日が休みであ

れば、２日間で何とか回復、回復というとおかし

いですけれども、なかなか仕事を、コロナのこう

いうことをやっているんだからといっても、会社

のほうにはやっぱり言いにくい、休みにくいんで

す。 

 そういうことで若い方たちの、でも一番動きが

あって、高齢者の方たちにも、子どもにもうつし

やすいというか、感染のしやすいのは、やっぱり

若い方たちだと思います。 

 その方たちをどれだけ打てる環境にしていくか

ということでお願いをしておりました。そのよう

に動いてくださって本当にありがとうございます。

市民の方からいろんな方から、その点指摘があり

ましたので、ありがとうございます。 

 それと、健康管理システムオンライン化に伴う

改修ですが、先ほどパーソナル・ヘルス・コード、

マイナンバーを通してというふうに、いろいろ便

利になってくるということで、ありがとうござい

ます。 

 これに関しても、先ほど岡田委員からもありま

した児童手当の分に関しても、今回私も一般質問

させてもらいましたけれども、いわゆる国の「ぴ

ったりサービス」、そういうようなオンラインの

デジタルのそのシステム改修をやって、令和４年

度、来年度には泉南市としては26のサービスを開

始していけると。その１つなんでしょうかね、こ

の今衛生費のこのオンライン化の成人病対策とい

うのも、その１つなのかなということです。 

 それとちょっと確認ですけれども、また今後、

このように本当にこれができれば、もっともっと

一人一人が自分の健康に対して自覚もでき、また

取り組みもできるすばらしい制度だと思いますの

で、もっと周知も、たくさんの市民の方が分かる

ようにしていただきたいと思います。 

 そのほか、26もあるんでしたら、まだまだある

と思いますので、そこら辺もやっぱり市民の方に

周知をしていただいて、皆さんが利用できるよう

にというのを、これは要望としておきます。 

 先ほどのだけちょっと教えてください。26の改

修システムの中のこれも１つなんでしょうか、そ

れだけ。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 「ぴった

りサービス」の中には、ちょっと入っておりませ

ん。今回の分に先行しまして予防接種ですとか、

母子健康手帳とか、そういった情報も先行してマ

イナポータルのほうで、御自身の健康を御自身が

管理できるような体制は整ってきておりまして、

その一環になっておりますが、「ぴったりサービ

ス」とはちょっと違うものでございます。 

○森委員 すみません、お疲れのところ。１点だけ。

地方交付税なんですけれども、令和３年度特別交

付税の12月交付額が決定しておりますけれども、

決定額をお示しください。 

○清野財政課長兼行革・財産活用室参事 令和３年

度12月の特別交付税決定額ですが、5,673万円と

なっております。 

○森委員 これの残額は３月交付なんですけれども、

これが泉南市にとっては最後の頼みの綱というか、

国のほうは増やしているような、今回の12月交付

額の市町村分については、130億円ほど増やして

いるようなんですけれども、最終的にはどうなる

か、今のところ分からないんですけれども、どう

ですかね、情報として、あるいはどう受け取って

いらっしゃるのか、これを多目にもらわないと困

るんですけれども、泉南市としても。 

 普通交付税の算定によっては、不足しがたい特

別の財政需要ということで、コロナ禍というもの

がありますので、そこら辺の国が考慮して泉南市

にも多目に交付してくれるんだろうと見てよろし

いんでしょうかね。そういう予測、情報があれば

教えていただきたいのと、それと、退職手当がど

れぐらいかかるのか、今年度、お聞かせください。 

○清野財政課長兼行革・財産活用室参事 まず、特

別交付税が多目に入るかどうか、３月交付が、年

度内に２回ある最後の交付ということになるわけ

で、こちらにつきましては、本市にとって多く入

る結果になるかどうかというのは、現時点で分か

らないんですけれども、国等への要望をしっかり

と行ってまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○竹田委員長 退職手当は。 

○石谷人事課長兼行革・財産活用室参事 今のとこ

ろなんですけれども、現時点での退職手当の見込
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みとしましては２億4,751万7,303円というふうに

見込んでおります。 

 以上です。 

○森委員 こういう状況で、多分これはこの特別交

付税が最後の頼みの綱やと、今年度については。

だから、要望を聞くものなら、ぜひとも要望に行

っていただきたい。終わります。 

○竹中市長 特別交付税の要望につきましては、毎

年１月の末から２月の初め頃に要望に行かせてい

ただいてございます。 

 要望に行って、特別な本市の状況というのを説

明させていただいて、いつも大体推定で予定して

いた金額よりも、いささか追加で頂いている状況

でございます。今年度も１月の末か２月の初め頃

に要望に行く予定でございます。 

 以上です。 

○古谷委員 １点だけ質問をさせてもらいます。 

 54ページなんですけれども、コロナワクチンの

コールセンターの委託料、これは2,000万円なん

ですけれども、これは前回と同じ会社に委託する

のかな。 

 前回どのぐらいかかって、あと件数ですよね。

これ大阪の委託会社だったのかな。泉南市でどれ

ぐらいの件数入っていたのか。 

 要はちょっとこの2,000万円というのが、これ

は一般財源からやっぱり高いような、僕からいう

たらイメージになるんですけれども、泉南市の件

数が少ないんであれば、今コロナで困っている泉

南市民の方に募集かけて、アルバイト１人か２人

で済むんじゃないかなと思うんですけれども。 

 コールセンターは多分ほかの自治体も同じとこ

ろに委託を受けているのと違うかなというので、

それだけちょっと確認させてほしいなというので、

お願いします。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 コロナの

コールセンターにつきましては、日本旅行のほう

に当初から委託しておりまして、追加接種につき

ましても継続してお願いをする予定です。 

 コールセンターの人員につきましては、その月

その月の対象の方々に応じまして、人数の増減を

しておりまして、特に高齢者が多いところにつき

ましては、ＬＩＮＥとかインターネットでの予約

を使われる方が少ない可能性があるということも

ありまして、人員を強化したり、また土日とか夜

間に実施したりとかいうことで、その月、その月

で若干変わってはおります。 

 件数ということなんですけれども、ちょっと電

話の件数のことでしょうか。一応予約のこととか、

また一般的な相談とか、そういったいろいろなこ

とに対応していっていただいておりまして、件数

のほうは、今現在持ち合わせておりません。 

 あと、ほかの市町村にも委託しているかという

ことでございますが、ほかの市町村にも受託をさ

れている機関となっております。 

 以上です。 

○古谷委員 これ、件数が多分少ないと思うんです

よ、恐らく。泉南市の人口、世帯数からいくと、

問合せが。僕はこれ着目しているのは、ほかの自

治体との共同でやって、日本旅行でやっていると

いうことは、相当な金額が入っているはずなんで

すよ。 

 これはちょっとやっぱり、役所で任期付で１人

か２人雇って電話を置いたら、十分対応できるの

と違うかなと。100万円、200万円で済むのと違う

かなと思うんですけれども。 

 それだけ困っている方々が多いので、この辺は

見直したほうが僕はいいんじゃないかなと。この

財源が2,000万円もあるので、ほかの自治体をど

んだけ日本旅行が受けているのか、これをもっと

交渉して人数少なかったら、もっと下げるべきと

違うかなと。 

 例えば、泉南市と泉佐野市と一緒に組んでやっ

ているんやったら、こんなん1,000万円でいいの

と違うかなと思うんですけれども、この辺今コロ

ナの今はいろいろ委託を受けているのが報道でち

らほら出てきているんですけれども、その辺具体

的な問合せとか、そういうのは必要じゃないかな

と。 

 今回特に３回接種なんて、みんな要領を覚えて

きているので、それだけコールセンターの問合せ

が来るのかどうか、これ入札でやっているのかど

うか。最後にそれだけ聞かせてください。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 一応ほか

の自治体のほうも受託されていたとしても、泉南
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市担当の職員とほかのところというのは、それぞ

れちょっと担当が違いますので、同じ職員の方が

重複して受けているということではございません。 

 泉南市につきましても、やっぱり月によって多

いとき、少ないときがございますので、その辺は

業者さんと相談をしながら、人員が適正になるよ

うに、その月、その月で多く電話かかってくると

きには多くしたり、少ないときには少なくしたり

ということで調整を図っております。 

 また、市のほうにつきましても、派遣とか会計

年度の任用職員も、市のワクチンチームのほうに

配置もしておりまして、特に高齢者の方々が多く

殺到したときは、もう本当に電話がパンクして、

大変な状況だったんですが、そういうときには、

市のほうのワクチンチームに配置している非常勤

等も一緒に対応していただいておりました。 

 契約なんですけれども、コロナ対策につきまし

ては、もう本当に緊急的な措置ということで、国

のほうも随意契約を認めるというふうな文書が出

されておりまして、その中で市としましても、や

はり競争入札等もそういった時間もなかったとい

うこともございまして、複数の業者から聞き取り

をしまして、その中から随意契約の形で選定をし

ております。 

 以上です。 

○古谷委員 もう要望だけでいいんですけれども、

これは見直しが必要ですね。時間も余裕もあるん

で、今。2,000万円、これは一般財源もったいな

いから、募集かけたら、こんなんコールセンター

というか、アルバイトでもたくさん来るので、関

空関連の関係でも、これは見直し要望を、個人的

にお願いします。 

 以上です。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 すみませ

ん、コールセンターはその人員だけではなくて、

予約システムも併せたものとなっておりますので、

その点も御理解いただけたらと思います。 

 以上です。 

○竹田委員長 ほかに。――――以上で本件に対す

る質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。

――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第７号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○竹田委員長 御異議なしと認めます。よって議案

第７号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８号「令和３年度大阪府泉南市介

護保険事業特別会計補正予算（第３号）」を議題

とし、質疑を行います。質疑はありませんか。―

―――質疑なしと認めます。 

 以上で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。

――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第８号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○竹田委員長 御異議なしと認めます。よって議案

第８号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第９号「令和３年度泉南市下水道事

業会計補正予算（第２号）」を議題とし、質疑を

行います。質疑はありませんか。――――質疑な

しと認めます。 

 以上で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。

――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第９号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○竹田委員長 御異議なしと認めます。よって議案

第９号は、原案のとおり可決されました。 

 以上で本日予定しておりました議案審査につき

ましては、全て終了いたしました。 

 委員各位におかれましては、長時間にわたり慎

重なる審査をいただきまして、誠にありがとうご

ざいました。 

 なお、本会議における委員長の報告につきまし

ては、私に一任していただきますようお願いを申
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し上げます。 

 これをもちまして、令和３年度予算審査特別委

員会を閉会いたします。大変にお疲れさまでした。 

午前１１時４２分 閉会 

（了） 
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